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配偶者暴力は、外部からその発見が困難な家庭内において行われるため、潜在化

しやすく、しかも加害者に罪の意識が薄いという傾向があります。このため、周囲

も気付かないうちに暴力がエスカレートし、時には生命に危険が及ぶこともあるな

ど被害が深刻化しやすい特性があります。 

 

配偶者暴力の被害者は、多くの場合女性であり、経済的自立が困難である女性に

対して配偶者が暴力を加えることは、個人の尊厳を傷つけるだけでなく、男女平等

参画社会の実現を妨げるものです。 

 

重大な被害や影響を広範にわたって及ぼす配偶者からの暴力を防止し、被害者の

安全確保をすることは、被害者本人を含め誰もが安全で安心して暮らせる社会の実

現のために重要です。 
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